
 

 

 

 
第１３章 環境美化 

 

 



１．環境美化推進事業 

 

環境美化推進事業は、「空き缶等のポイ捨て防止」、「犬のふん害防止」、「空き地等に

おける雑草の繁茂防止」等の美化促進に関する指導及び啓発を行うとともに、「きれい

なまちづくり協定」の締結のほか、地域環境の美化促進に功労があった市民の表彰など

を行っている。 

 

（１）きれいなまちづくり協定締結団体一覧 

No. 締結日 団体名 No. 締結日 団体名 

1 14.9.24 高島町第２町内会 7 14.9.24 
北荒神町きれいなまちづくり推

進の会 

2 14.9.24 南松江町内会 8 14.10.17 島田町きれいにする会 

3 14.9.24 西片町第２町内会 9 15.11.13
きれいなまちづくりサポーター 

池崎数眞 

4 14.9.24 海士江町第２町内会 10 15.11.21
きれいなまちづくりサポーター 

森宣夫 

5 14.9.24 徳渕町ゑびす老人会 11 15.11.27 熊本中央信用金庫通町支店 

6 14.9.24 井上町内会 12 15.12.24 新開新浜愛護会 

 

（２）団体の主な活動内容 

  ・ 地域等における公共施設（道路、公民館、公園等）又は公共的施設（地域の遊び

場、墓地等）の日常的な美化活動（ごみ拾い、草取り等） 

  ・ 定期的な町内一斉及び親子での美化活動 

  ・ 通学路、公園、河川、水路等の清掃活動 

  ・ 美化パトロール 

  ・ 環境美化条例の啓発活動 

  ・ 花いっぱい運動 

  ・ その他町内の状況に応じた活動 など 

（３）団体への支援内容 

  ・清掃用具の支給（かま、竹ほうき、軍手、ごみ袋等の消耗品） 

  ・清掃用具の貸与（草刈機、スコップ、ホーク、生垣用バリカン等） 

  ・花の種等支給 
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２．衛生害虫駆除事業 

   

近年、居住環境の整備や衛生意識の向上により、衛生害虫による疾病の媒介は減少し

てきているが、本市は、高温・多湿の気候風土により側溝や雑草の繁茂地、苔の生える

ような庭など陸性の水溜りや多湿な場所を主な繁殖場所とするシマカ類などの害虫が増

加してきている。 

  本市では、側溝等で発生する害虫等の駆除を行っており、民有地については、原則的

に所有または管理している方の責任で対応していただいている。ただし、感染症発生時

や水害発生時等の緊急時については、公有地、民有地にかかわらず、市において対応し

ている。 

 

（１）下水溝等薬剤散布 

   蚊等の衛生害虫、不快害虫を駆除するため、その発生源である水路や道路側溝等に

対して、害虫の発生しやすい夏場を中心に薬剤散布を実施している。加えて、苦情等

が市に寄せられた場合は随時、現地調査した上で薬剤の散布を行っている。 

   ※ 実施については、八代市シルバー人材センターに委託（平成 15 年度の年間散

布件数 92 件） 

 

（２）鼠族対策 

   殺鼠剤を年間を通じて、市民へ無料配布している。 

 

（３）防疫機器貸与 

   本市では、自主的に薬剤散布等を行う地域に対し、八代市環境自治推進協議会を通

じて煙霧機の無料貸与や薬剤散布の指導を行っている。また、薬剤についても協議会

を通じて水性煙霧剤を斡旋し、環境衛生思想の普及を図っている。 

 

（４）防疫薬剤の適正使用 

   薬剤の使用にあたっては、最小限の使用にとどめるようにしている。 

 

３．狂犬病予防対策事業等 

（１）狂犬病予防対策 

   狂犬病予防法では、生後 91 日以上の飼い犬について、飼い主は登録と毎年 1 回の

狂犬病予防注射が義務づけられている。平成 12 年 4 月 1 日から県からの権限委譲に

より、「犬の登録事務」、「狂犬病予防注射済票交付事務」を行っている。また、狂犬

病注射は、動物病院で随時接種できる個別注射と、市内各所で接種できる集団注射と

があり、集団注射については、毎年 4月に市内延べ 25 ヶ所で実施している。 
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飼い犬の登録頭数（累計） 

年 度 Ｈ11 12 13 14 15 

頭 数 5,269 5,280 5,316 5,547 5,705 

   

各種手数料（円） 

登録（鑑札交付） 鑑札再交付 注射済票交付 注射済票再交付 

3,000 400 500 300 

 

（２）動物の適正飼養事業 

   市には、犬・猫等のフンや鳴き声による悪臭・騒音の相談が数多く寄せられている。

本市では、八代市環境自治推進協議会と共同して啓発看板配布を実施しているほか、

苦情などのケースには直接訪問して飼い主に指導するなど、動物の飼育管理に関わる

啓発を行っている。 
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